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3-13. トリガ・モード設定

　    ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋２，ｔｇｍ）；　／＊　ｔｇｍ：トリガ・モード設定　＊／

     ＦＩＦＯバッファ入力モードにおけるサンプリング（１６ＢＩＴデータ入力）条件の設定、

   およびトリガ制御（クロックのスタート／ストップ）を行います。

　　　     　　　表３－１３Ａ．【ＢＡＳＥ＋２】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  ソフトトリガ  許可（即スタート）  禁止（ストップ） 　０

Ｂ６  外部トリガ制御  許可（入力待ち）  禁止（ストップ） 　０

Ｂ５  外部トリガ信号の有効極性  ＋（↑）  　－（↓） 　０

Ｂ４  外部トリガ動作形態  エッジ  レベル（帯域動作） 　０

Ｂ３  サンプリング終了条件  有限（指定データ点数）  無限（トリガ禁止まで） 　０

Ｂ２    未使用 　０

Ｂ１    未使用 　０

Ｂ０    未使用 　０

《補助説明》

 Ｂ７：　プログラム上で任意にトリガを発生させます。

 Ｂ６：　外部トリガ（ＴＴＬ信号）入力の許可／禁止制御です。

 Ｂ５：  外部トリガを許可した場合の有効極性（エッジ）指定です。

 Ｂ４：　“レベル（帯域動作）”を選択したときはビットＢ５で指定される極性レベルの期間中

　　　　 だけクロックが動作する、特殊なトリガ形態【図３－１３Ａ】となります。

 Ｂ３：　“無限”を選択したときは、トリガ発生から【注１】で説明するような強制停止操作まで

         クロックが動作（サンプリング入力）します。  “指定データ点数＝有限”サンプリング

         による終了の場合は終了時点で各トリガの許可ビット（Ｂ７，Ｂ６，Ｂ２）は無効になり

         ます。  次回のスタート時は一旦クリアしてから再セット（＝１）します。

         “指定データ点数”については３－１２項参照。

 【注１】　“トリガ“とはクロックをスタートさせる機能（＝ポストトリガ）です。

           本機ではソフト、または外部トリガ（ＴＴＬ）入力です。　クロックはスタート原因と

         なったトリガの制御ビットをクリア（＝０）することにより強制停止します。　停止操作

         はＢ７，Ｂ６共にクリアすると確実でしょう。

　　　　   ＦＩＦＯバッファを使用しない直接入力モード（３－６項）でトリガされると、サンプ

         リングは行われませんがクロックはスタートします。（タイマ的使用が可能）
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ポストトリガ

                ソフトトリガ、または外部ＴＴＬ入力の指定エッジにより（事前指定の内／外）

                クロックが許可され、これに同期して１６ＢＩＴデータがＦＩＦＯメモリに読み

                込まれます。  パソコン側からはＦＩＦＯメモリが溢れないうちに読み出す必要

                があります。  無限サンプルモードのときはトリガ禁止操作まで、有限サンプル

                モードのときは（事前指定の）サンプリング点数まで動作が続きます。

レベルトリガ

                別称：帯域トリガ。

                  外部ＴＴＬ入力の指定レベル期間中だけ（事前指定の内／外）クロックが許可

                されます。  サンプリング動作とパソコン側からのデータ読み出しについては、

                前述のポストトリガと同様です。

　　　　　　　　　　　          図３－１３Ａ．レベル（帯域動作）トリガの様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （許可）

　         外部トリガ　　　（禁止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （禁止）

　         制御（Ｂ６）

　         外部トリガ

　         ＴＴＬ入力信号

　         クロック

　　　　　　　            本図は　Ｂ５＝０：トリガ極性＝（－）、

　　　　　　　　　　　            Ｂ４＝０：トリガ形態＝レベル（帯域動作）　の場合です。


